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西宮市新病院基本構想（概要版） 
 

 

市民の安全・安心を確保するため、今後も引き続き病院事業を継続する。 

 

 

病院施設の移転新築 行政型経営からの脱却 

 

 

 

 

１ 新病院の役割 
 

 

２次救急・１次救急（内科、外科、小児科） 

 

 

① ５大がん（肺、胃、大腸、肝、乳）、膵、前立腺がんに重点化 

②「兵庫県指定がん診療連携拠点病院」として、地域のがん診療に貢献 

 

 

災害・広域的呼吸器感染症（新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ等）発生時の医療拠点としての役割 

☆ 「急性期医療センター」等への名称変更も検討 

 

２ 診療体制と施設・設備 
 

 

７診療科（内科、外科、整形外科、小児科、泌尿器科、放射線科、麻酔科） 

 

急性期・重症患者に高度かつ専門的な医療を提供 

⇒ スタッフの充実、７：１看護体制、施設・設備の充実 
 

良好な医療環境の整備 

中央病院の再生 

経営悪化の原因の除去 

(1) 救急医療 

(2) がん診療 

(3) 災害・広域的呼吸器感染症対策 

(1) 診療科目 

基本的な方向性 

新病院の概要 

(2) 急性期への特化と高度医療の実現 
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２００床（特化により重点化、効率化） 

 

３ 整備方法 

  新築移転 
① 費用が比較的低額 

② 医療環境の改善効果が大きい 

③ スムーズに移行できる。 

 

４ 移転先 

  津門大塚町（アサヒビール工場跡地） 

他候補地：両度町（芸文第２駐車場）、芦原町（キッズパーク）と比較 

＜津門大塚町の選定理由＞ 

① 建築の自由度、将来の拡張性が高い。 

② アクセスが最良、デッキ架設も可能。（阪急阪神国道から徒歩 1分） 

③ 津波の浸水等災害への対策が容易。 

④ 建築費用等を抑制可能。 

 

 

５ 経営形態の変更と経営健全化 
 

 

地方公営企業法の全部適用に移行する。 

    （地方独立行政法人が最適だが、多額の移行経費と移行要件［移行当初の収支計画］を 

クリアすることの困難さがネック） 

 

ただし、移行効果を最大限に発揮するために、次の取組みを行う。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

① 病院経営に精通した事業管理者の採用と、権限の移譲 

② 病院経営に精通した事務長の採用 

③ 病院独自の採用、育成による専門職の確保 

④ 契約システム等は、可能な限り病院独自のものに。 

⑤ 外部の視点を導入した評価委員会を設置 

(3) 病床規模 

(1) 経営形態の変更 
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ア 収益の向上 

① 急性期への特化（高度医療の提供） 

  ⇒ スムーズな移行のためには、早期退職者優遇制度などの市の支援も必要 

② ７：１看護体制の導入 

③ スタッフの研修体制の充実等、スキルアップを支援 

④ 専門職導入による医事課機能（経営機能）のアップ 

イ 費用の削減 

① 給与費比率の見直し（給与制度の見直し） 

⇒ 業績、スキルの反映によるモチベーションのアップ 

② 契約業務の見直し（市のシステムからの独立、独自の職員採用で対応力アップ） 

 

 

 

今後のスケジュール 

 

 

 

(2) 経営健全化 

○ 新病院整備スケジュール
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